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《校章の由来》 

☆武小の文字に丸みをつけて、明朗と健康を表す。 

（将来の幸福の基盤は健康である） 

☆葦の葉６枚で６つの町内を表現し、お互いに交差して調和と団結を表す。 

（力を合わせて武小の発展を希求する） 

☆６つの隅、先端の角は個性と知性、葦の葉はペンをデザインして学問を表す。 

（学問を究める） 

☆稲の穂は、町内の頭文字、豊・富・芦・田・豊・福、葦は実りを表す。 

（稲は６つの町内が田園を中心として繁栄を願う） 
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